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K A T A S H I N A

も
　
く
　
じ 標高2000m 日光白根山登山口

丸沼高原ロープウェイ山頂駅前ロックガーデンにて、
横浜から泊りでバードウォッチングに来たお客さん。
駅舎内は午前10時で17℃でした。（８／３）
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十
月
十
六
日
〜
十
九
日
ま
で
県
下

二
十
三
市
町
村
で
開
か
れ
る
、
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
ぐ
ん
ま
（
第
十
七
回
全

国
健
康
福
祉
祭
群
馬
大
会
）
の
大
会

公
式
表
彰
メ
ダ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

富
士
見
村
在
住
の
陶
芸
家
、
俵
萌
子

さ
ん
宅
を
六
月
二
十
九
日
村
長
が
訪

問
し
ま
し
た
。

メ
ダ
ル
の
背
景
に
尾
瀬
ヶ
原
と
至

仏
山
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
元
の
村
長
と
し
て
御
挨
拶
申
し
上

げ
た
い
と
の
思
い
が
実
現
し
た
も
の

で
す
。

俵
さ
ん
は
著
作
、
陶
芸
な
ど
幅
広

い
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

父
様
は
尾
瀬
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た

そ
う
で
、
父
へ
の
想
い
と
ご
自
身
も

尾
瀬
に
同
行
さ
れ
た
思
い
出
が
重
な

り
、
こ
の
度
の
デ
ザ
イ
ン
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

尾
瀬
は
片
品
村
に
と
り
ま
し
て
も

全
国
に
誇
る
観
光
名
所
で
す
。

メ
ダ
ル
や
参
加
賞
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
こ
と
に
加
え
て
十
月
十
七
日

（
日
）
に
開
催
の
本
村
で
の
マ
ラ
ソ

ン
交
流
大
会
が
選
手
の
皆
さ
ん
の
心

に
残
る
大
会
と
な
る
よ
う
に
準
備
し

て
い
ま
す
。
大
会
の
成
功
に
向
け
て

当
日
の
応
援
な
ど
村
民
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

メ
ダ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

俵
　
萌
子
さ
ん
宅
を
村
長
が
訪
問

（
須
賀
川
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
各
地
区
の
運
営
委
員
（
各
区

二
名
）
の
方
々
と
共
に
事
業
を
進
め

て
行
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
担
当：

む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

七
月
二
十
八
日
（
水
）
片
品
村
役

場
二
階
会
議
室
に
お
い
て
、「
ぐ
ん

ま
文
化
観
光
社
・
片
品
」
の
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品
」

は
、
昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
事

業
（
地
域
交
流
事
業
《
ぐ
ん
ま
文
化

観
光
社
・
片
品
》
―
も
の
か
ら
こ
と

へ
、そ
し
て
人
へ
―
）の
取
り
組
み
を
、

継
続
的
な
取
り
組
み
に
し
た
い
と
い

う
考
え
で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

総
会
で
は
、
会
則
の
承
認
、
役
員

の
選
任
、
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告
、

平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
任
で
は
、
会
長
に
入
澤
誠

さ
ん
（
越
本
）、
副
会
長
に
星
野
浩

さ
ん
（
東
小
川
）、
古
屋
裕
昭
さ
ん

川
出
身
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（「
小
さ
な
自
治
」
支
援
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
は
、
広
報
か
た
し
な
七
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

（
担
当：

む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

「
ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品
」
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

図書室だよ
り�

読んでみませんか

ペギー・スーには秘密があった。パパもママもお姉
ちゃんも、だれも知らない大きな秘密。それはペギ
ーがこの地球上でただひとり、〈見えざる者〉、それ
は人間を滅ぼそうとするお化けたちを見ることがで
きるということ。孤独な少女ペギー・スーの闘いは
ここから始まる。

『ペギー・スー』１～４巻 セルジュ・ブリュソロ 著

＊火～金曜日午後1時̃5時開室
夏休期間は午前9時̃5時開室
＊■はお休みです。
＊□はみやま号巡回日です。

図書室カレンダー 8/22～9/25

日 月 火 水 木 金 土
23 24 25 26 27 28

29 30 31 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25

８
22

９
１

原画と俵萌子氏

俵萌子美術館にて

七
月
二
十
二
日
（
木
）
片
品
村

「
小
さ
な
自
治
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会
の
設
立
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
で
は
、

「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
つ
く
る
む
ら
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
住
民
が
自
ら

考
え
、
判
断
し
、
行
動
し
て
行
け
る

地
域
を
実
現
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
く

予
定
で
す
。

委
員
に
は
次
の
方
々
が
委
嘱
さ

れ
、
座
長
に
須
藤
澄
夫
さ
ん
（
東
小

片
品
村
「
小
さ
な
自
治
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た

氏　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

須藤　澄夫

熊倉　浩靖

西　　和一

小板橋邦夫

入沢真理呼

萩原　日郎

千明　金造

今井　　功

大竹　敏彦

笠原　精作

笠原　春美

戸丸　廣安

高山　悦夫

秋草学園短期大学特認教授

「小さな自治」推進検討会議委員

群馬県新政策課

沼田行政事務所

「小さな自治」推進検討会議委員

民生・観光常任委員会委員長

民生・観光常任委員会副委員長

区長会長

区長会副会長

片品村景観審議会長

片品村婦人会長

群馬県自治ネットワークメンバー

群馬県自治ネットワークメンバー

片品村「小さな自治」プロジェクト委員名簿
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市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る

法
律
に
よ
り
、
住
民
か
ら
沼
田
市
、

白
沢
村
、
利
根
村
と
の
合
併
協
議
会

設
置
請
求
が
四
月
七
日
に
村
長
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
片
品
村
長
は
こ
れ

を
受
け
て
関
係
手
続
き
を
行
い
、
相

手
で
あ
り
ま
す
沼
田
市
長
、
白
沢
村

長
、
利
根
村
長
へ
合
併
協
議
会
設
置

協
議
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
へ

付
議
す
る
か
否
か
の
照
会
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
七
月
五
日
に
沼
田
市

長
、
白
沢
村
長
、
利
根
村
長
か
ら
、

現
在
設
置
し
て
い
る
沼
田
市
・
白
沢

村
・
利
根
村
で
法
定
合
併
協
議
会
に

お
い
て
協
議
調
整
が
な
さ
れ
、
合
併

の
期
日
も
平
成
十
七
年
二
月
十
三
日

で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
合
併
協
定
、

議
会
議
決
等
の
所
定
の
手
続
き
を
残

す
だ
け
の
段
階
に
至
っ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
議
会
に
付
議
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
と
の
回
答
を
受
け
ま
し

た
。こ

の
直
接
請
求
制
度
は
、
付
議
し

な
い
回
答
が
一
つ
で
も
あ
れ
ば
こ
こ

で
手
続
き
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の

住
民
発
議
の
経
過
報
告

行
い
、
全
委
員
か
ら
多
く
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

村
と
し
て
も
厳
し
い
財
政
状
況
の

な
か
、
現
状
を
よ
く
見
つ
め
、
こ
れ

か
ら
の
村
政
づ
く
り
が
早
い
段
階
で

実
と
な
る
よ
う
進
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

審
議
会
は
、
村
か
ら
出
さ
れ
た
諮

問
事
項
を
調
査
及
び
審
議
し
、
月
に

一
回
程
度
予
定
し
ま
す
。

又
委
員
は
こ
れ
ら
す
べ
て
を
終
え

た
段
階
で
村
長
に
に
意
見
を
答
申
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

尚
、
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
会
　
長
　
大
竹
　
文
夫
　
菅
　
沼

・
副
会
長
　
井
上
　
隆
至
　
幡
　
谷

・
委
　
員
　
笠
原
　
精
作
　
越
　
本

・
委
　
員
　
須
藤
　
昭
弘
　
東
小
川

・
委
　
員
　
高
井
　
英
二
　
沼
田
市
　

「
地
元
資
源
活
用
促
進
事
業
」
に

つ
い
て
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
ま

た
、
広
報
か
た
し
な
六
月
号
に
よ
り

実
施
希
望
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
花
咲

地
区
か
ら
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

花
咲
地
区
で
は
、
自
分
た
ち
も
活

用
で
き
、
そ
し
て
、
次
世
代
の
子
ど

も
た
ち
に
も
残
せ
る
地
元
資
源
の
資

達
が
森
を
活
用
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
歩
道
の
刈
払
い
等
の
準
備
を
進

め
ま
し
た
。

六
月
三
十
日
（
水
）
新
緑
で
あ
ふ

れ
る
花
咲
の
武
尊
山
国
有
林
に
お
い

て
「
花
咲
遊
々
の
森
」
の
協
定
記
念

式
が
、
片
品
村
長
・
利
根
沼
田
森
林

管
理
署
長
・
関
係
者
が
集
い
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

「
遊
々
の
森
」
と
は
、
林
野
庁
が

学
校
週
五
日
制
導
入
や
学
校
教
育
課

程
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
が

導
入
さ
れ
た
事
に
併
せ
、
子
供
達
の

学
習
・
活
動
の
場
と
し
て
「
国
有
林
」

を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
る
事
業

で
、
現
在
、
全
国
で
七
十
一
箇
所

（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
片
品
村
で
は
「
多
く
の
児

童
が
森
林
で
自
然
観
察
会
や
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
体
験
を
通
し
、
自
然

の
恵
み
や
森
の
大
切
さ
等
を
学
び
、

豊
か
な
心
を
育
て
る
」
こ
と
を
目
的

と
し
て
森
林
管
理
署
と
協
定
を
締
結

し
、
花
咲
地
区
に
五
・
八
ha
の「
遊
々

の
森
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

今
後
「
片
品
村
農
業
協
同
組
合
」

と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
塾
寺
子
屋

（
花
咲
地
区
）」
の
二
団
体
が
、
子
供

を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極

的
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
七
月
十

三
日
に
は
、
二
団
体
・
森
林
管
理

署
・
役
場
の
合
同
で
、
多
く
の
子
供

料
づ
く
り
を
目
標
に
取
り
組
む
計
画

で
す
。

今
後
、
専
門
家
や
村
職
員
と
協
働

し
て
、
花
咲
の
自
然
・
風
土
・
伝
統

文
化
・
歴
史
・
生
活
な
ど
に
つ
い

て
、
地
元
の
人
た
ち
に
聞
き
、
調
査

し
、
日
頃
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
資

源
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
花
咲

地
域
の
活
性
化
の
き
っ
か
け
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

（
担
当
‥
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

村
民
に
信
頼
さ
れ
る
村
政
づ
く
り

と
行
政
運
営
の
近
代
化
、
合
理
化
を

図
る
目
的
で
、
去
る
三
月
の
定
例
村

議
会
に
て
、
村
長
の
諮
問
機
関
組
織

と
し
て
片
品
村
行
財
政
問
題
審
議
会

設
置
条
例
を
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
先
般
五
名
の
委
員
を
選

任
し
、
七
月
十
二
日
に
初
審
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

審
議
会
は
、
委
嘱
状
の
交
付
及
び

会
長
、
副
会
長
の
選
任
、
そ
の
他
審

議
会
の
基
本
事
項
で
あ
り
ま
す
片
品

村
の
財
政
事
情
に
つ
い
て
の
説
明
を

『
片
品
村
行
財
政
問
題
審
議
会
』

開
催
さ
れ
る

花
咲
地
区
で
「
地
元
資
源
活
用

促
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す

広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
の
紹
介

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

広
報
六
月
号
で
募
集
い
た
し
ま
し

た
、
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
は
、
摺
渕
の

千
明
政
夫
さ
ん
と
菅
沼
の
戸
丸
廣
安

さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

お
二
人
に
は
身
近
な
話
題
や
、
珍

し
い
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
取
材
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

「
花
咲
遊ゆ

う

々ゆ
う

の
森
」
協
定

記
念
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

戸丸廣安さん　　 千明政夫さん
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ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

十
年
代
の
花
咲
の
様
子
な
ど
を
写
し

た
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
写
真
展
は
、
今
井
功
さ
ん

（
鍛
冶
屋
）、
星
野
力
造
さ
ん
（
山
崎
）

の
協
力
に
よ
り
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。

今
後
も
様
々
な
写
真
を
展
示
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
お
宅
に
片
品
の
様
子
を

写
し
た
古
い
写
真
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
是
非
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
花
の
駅
・
片
品
「
花
咲

の
湯
」

1
（
２
０
）
７
１
１
１

高
齢
者
33
名
が
参
加
し
て
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
と
い
う
交
流
事
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

東
京
の
全
国
消
費
者
生
活
セ
ン
タ

ー
か
ら
講
師
を
招
き
、「
徳
商
法
」

に
つ
い
て
、
そ
の
実
情
と
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
の
心
が
け
な
ど
に
つ
い

て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

・
契
約
す
る
前
に
、
自
分
一
人
で
決

め
な
い
で
家
族
や
、
知
人
と
良
く
相

談
し
て
か
ら
決
め
る

・
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
良
く
考
え

必
要
な
け
れ
ば
「
い
り
ま
せ
ん
」
と

は
っ
き
り
断
る

・
契
約
し
て
か
ら
八
日
以
内
で
し
た

ら
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
1
２

０
・
１
５
０
０
）
等
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

七
月
六
日
（
火
）
花
咲
住
民
セ
ン

タ
ー
で
、
地
区
に
住
む
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
と
80
歳
以
上
の

花
の
駅
に
ベ
ン
チ
設
置

こ
の
た
び
、
花
の
駅
・
片
品
「
花

咲
の
湯
」
敷
地
内
に
ベ
ン
チ
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ベ
ン
チ
は
、
今
井
功
さ
ん

（
鍛
治
屋
）
が
、「
小
寺
知
事
が
県
内

産
木
材
の
使
用
を
奨
励
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
元
の
間
伐
材
を
使
っ
て

ベ
ン
チ
を
作
り
、
地
域
に
役
立
て
た

い
。」
と
い
う
想
い
か
ら
仕
事
の
合

間
に
手
作
り
さ
れ
、
今
回
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

今
後
も
、
花
咲
地
区
内
に
こ
の
よ

う
な
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
き

た
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

昔
懐
か
し
い
写
真
を
展
示

花
の
駅
で
売
店
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

悪
徳
商
法
に
つ
い
て
学
ぶ

花
の
駅
・
片
品
「
花
咲
の
湯
」
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
昭
和
三

花
の
駅
で
売
店
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
フ
レ
ッ
シ

ュ
ジ
ュ
ー
ス
の
専
用
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、「
村
外
か
ら
来
て
い
た
だ

く
お
客
様
に
対
し
て
片
品
村
の
農
産

七
月
十
八
日
（
日
）
埼
玉
県
蕨
市

の
蕨
市
民
会
館
で
蕨
市
サ
マ
ー
パ
ー

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
４
（
第

三
十
八
回
青
少
年
ま
つ
り
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
青
少
年

が
健
全
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
、
毎

年
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

蕨
市
内
の
各
種
青
少
年
団
体
の
ス

物
を
よ
り
一
層
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
ま
た
、
新
た
な
特
産
品
づ
く
り

へ
の
第
一
歩
」
と
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

ま
た
、
村
の
特
産
品
に
関
す
る
ア

イ
デ
ア
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
手
作
り
の
品
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
花
の
駅
・
片
品
「
花
咲

の
湯
」

1
（
２
０
）
７
１
１
１

蕨
市
サ
マ
ー
パ
ー
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
４

（
第
三
十
八
回
青
少
年
ま

つ
り
）
に
参
加
し
ま
し
た

テ
ー
ジ
発
表
や
バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
大

会
な
ど
が
行
わ
れ
る
中
、
十
二
時
三

十
分
か
ら
は
一
階
ロ
ビ
ー
で
、
尾
瀬

太
鼓
愛
好
会
に
よ
る
太
鼓
演
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
は
、
平
成
九
年

か
ら
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
毎
年

参
加
し
て
い
る
の
で
、
楽
し
み
に
し

て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

連
日
の
猛
暑
で
、
こ
の
日
も
会
場
の

外
は
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
で
し
た
。

会
場
内
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
夏
休
み
は
、
ぜ
ひ
片
品
に
避
暑
に

来
て
い
た
だ
く
よ
う
観
光
宣
伝
も
行

い
ま
し
た
。

（
担
当：

む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

自作のベンチと今井功さん
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4

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

審
判
部
並
び
に
選
手
・
役
員
の
皆

様
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

八
月
五
日
、
激
戦
の
県
中
学
校
総

合
体
育
大
会
で
見
事
三
位
に
入
賞
し

た
片
品
中
卓
球
部
（
顧
問
　
深
津
知

宏
先
生
）
が
、
村
長
・
役
場
職
員
に

第
三
十
二
回
関
東
中
学
校
卓
球
大
会

（
八
月
九
日
〜
東
京
武
道
館
）
出
場

を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
健
闘
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

今
年
度
の
宿
泊
活
動
は
二
泊
三
日

で
実
施
し
、
50
名
ち
か
い
参
加
希
望

者
が
い
ま
し
た
。

宿
泊
活
動
の
目
的
は
、
い
ろ
い
ろ

な
体
験
と
違
年
齢
集
団
で
の
活
動
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
高
校
生

を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
班
で
の
活
動
中

心
に
行
い
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
炊
飯
体
験
、

読
み
聞
か
せ
、
浅
間
火
山
博
物
館
の

見
学
、
吾
妻
峡
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、

天
体
観
測
、
蛾
の
観
察
、
竹
と
ん
ぼ

づ
く
り
と
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
の
日
程

で
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

活
動
中
、
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
は
い
つ

も
班
員
の
こ
と
を
考
え
、
進
ん
で
活

動
し
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
リ
ー
ダ

ー
の
も
と
で
活
動
し
た
三
日
間
は
、

よ
い
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

尾
瀬
高
一
年
生
　
　
星
野
　
隆
一

「
携
帯
電
話
社
会
の
中
で
」

以
上
十
六
名
が
発
表
し
て
く
れ
ま

し
た
。

尚
、
八
月
二
十
七
日
（
金
）
少
年

の
主
張
「
利
根
沼
田
大
会
」
が
開
催

さ
れ
各
中
学
校
か
ら
一
名
が
参
加
し

ま
す
。

片
品
中
二
年
生
　
　
星
野
　
優
美

「

今
　
」

優
秀
賞

利
根
中
二
年
生
　
　
青
柳
　
和
真

「
勝
負
の
世
界
」

優
秀
賞

多
那
中
二
年
生
　
　
佐
々
木
順
子

「
私
の
一
番
好
き
な
人
」

優
秀
賞

片
品
中
二
年
生
　
　
萩
原
　
　
萌

「
ス
ポ
ー
ツ
」

優
秀
賞

利
根
中
二
年
生
　
　
千
明
　
智
美

「
漫
画
と
活
字
本
か
ら
」

優
秀
賞

片
品
中
三
年
生
　
　
星
野
早
也
佳

「
動
物
を
飼
う
責
任
」

優
秀
賞

利
根
中
三
年
生
　
　
稲
森
　
由
香

「
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
る
」

優
秀
賞

多
那
中
三
年
生
　
佐
々
木
亜
佑
美

「
伝
え
る
こ
と
」

優
秀
賞

片
品
中
三
年
生
　
　
高
橋
　
良
枝

「
自
分
を
磨
き
伸
ば
す
」

優
秀
賞

利
根
中
三
年
生
　
　
登
坂
　
俊
介

「

夢
　
」

優
秀
賞

尾
瀬
高
一
年
　
　
　
新
井
　
正
人

「
煙
草
に
つ
い
て
」

優
秀
賞

片
中
卓
球
部
関
東
大
会
へ

七
月
八
日
（
木
）
第
三
回
少
年
の

主
張
「
尾
瀬
大
会
」
が
片
品
村
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
発
表
順
）

優
秀
賞

片
品
中
一
年
生
　
　
石
倉
枝
美
里

「
小
さ
な
こ
と
か
ら
明
る
い
未
来
へ
」

優
秀
賞

利
根
中
一
年
生
　
　
堀
越
　
美
穂

「
わ
た
し
の
お
母
さ
ん
」

優
秀
賞

片
品
中
一
年
生
　
　
萩
原
　
麻
美

「
差
別
や
偏
見
」

優
秀
賞

多
那
中
一
年
生
　
　
千
明
　
麻
美

「
出
来
て
よ
か
っ
た
の
悪
か
っ
た
の
」

優
秀
賞

平
成
十
六
年
度

少
年
の
主
張
「
尾
瀬
大
会
」

七
月
四
日
（
日
）
片
品
中
学
校
校

庭
で
第
二
十
六
回
片
品
村
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

片
少
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

準
優
勝

武
尊
根
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
三
位

花
咲
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
チ
ー
ム

北
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
チ
ー
ム

子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ

「
宿
泊
活
動
」

７
月
21
日
〜
23
日

ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

班員を見守る高校生リーダー
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広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
六
年
七
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

玉
原
の
雨
に
色
増
す
柳
蘭

夏
雲
や
木
の
間
越
し
な
る
遠
赤
城

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

鶺
鴒
の
尾
を
ふ
り
ひ
な
の
餌
あ
さ
る

雲
海
の
迦
葉
の
空
を
か
け
め
ぐ
り

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

万
緑
に
抱
か
れ
て
迦
葉
の
大
天
狗

緑
陰
の
指
し
な
や
か
に
千
年
仏

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

ラ
ベ
ン
ダ
ー
足
長
少
女
リ
フ
ト
待
つ

蜜
蜂
を
乗
せ
て
揺
れ
け
り
ラ
ベ
ン
ダ
ー

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

青
葉
道
曲
り
ま
が
り
て
天
狗
寺

水
色
は
思
ひ
出
の
花
ラ
ベ
ン
ダ
ー

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

ラ
ベ
ン
ダ
ー
揺
ら
し
て
風
の
通
り
道

深
呼
吸
し
て
玉
原
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

古
里
の
迦
葉
の
山
と
ラ
ベ
ン
ダ
ー

リ
フ
ト
乗
り
花
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
見
下

せ
り

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

ラ
ベ
ン
ダ
ー
白
が
縫
ゆ
く
夏
の
蝶

夏
七
谷
越
え
て
御
寺
の
大
天
狗

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

ラ
ベ
ン
ダ
ー
薫
と
遊
ぶ
吟
行
会

紫
の
風
吹
き
渡
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

風
立
ち
て
な
べ
て
首
振
る
京
鹿
子

雪
の
下
濡
れ
て
木
漏
れ
日
光
を
り

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

ラ
ベ
ン
ダ
ー
香
り
あ
ふ
る
る
風
の
波

夏
雲
の
ダ
ム
湖
に
映
る
雨
上
り

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

あ
て
も
な
く
峠
さ
ま
よ
う
梅
雨
の
蝶

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
に
癒
さ
れ
て
小
径

行
く

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

い
ろ
い
ろ
の
花
咲
く
中
に
蝮
草

ど
く
だ
み
の
花
咲
く
頃
に
梅
雨
も
明
け

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

片
陰
を
笑
顔
で
ゆ
づ
る
歯
が
白
し

己
が
影
突
き
は
な
し
た
き
炎
暑
か
な

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

雨
似
合
う
紫
陽
寺
に
新
品
種

新
緑
が
一
雨
ご
と
に
山
染
め
る

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

梅
雨
日
差
し
大
天
狗
面
瞳
が
き
ら
り

紫
に
空
気
も
染
め
て
ラ
ベ
ン
ダ
ー

迦
葉
山
　
玉
原
高
原
吟
行
句
会

Key words: キーワード：
barbeque  バーベキュー　fun たのしい prepare 準備する
meal 食事　grill 焼き網　metal 金属　bar 棒 flat たいらな
fall 落ちる

In both Japan and America, people enjoy having
barbeques, or "BBQs," when the weather is nice.
天気がいい日は、日本でもアメリカでも焼肉パーティ

で楽しみます。
It's a lot of fun to prepare and eat a meal outdoors with your
family or friends. 
家族や友人と野外で食事の準備をしたりそれを食べたりするのはとて
も楽しいものです。
But I have learned that each country has its own style of
barbequing. 
アメリカと日本ではそれぞれのスタイルがあることを知りました。
In America, we cook hamburgers, hot dogs, and other kinds of
meat on grills that have many metal bars. 
アメリカでは、ハンバーガーやホットドッグなどの肉をたくさんの鉄の
棒でできた網のうえで焼きます。
Japanese grills are usually flat pieces of metal, which are perfect
for cooking vegetables and yakisoba.
日本では網ではなく、鉄板を使います。野菜やヤキソバを料理するのに
最適です。
But if I tried to put Japanese noodles on an American grill, they
would fall into the fire!
アメリカの焼き網のうえに麺類を乗せたら、みんな火の中に落ちちゃい
ますね。

Barbeque Season バーベキュー シーズン☆生涯学習講座関係
・トライやるスポーツＴ・Ｋ
第４回

・子どもクラブＴ・Ｋ
・古文書を読む会　

☆青少推、子育連関係
・子ども会ハイキング　

☆社会体育関係
・第46回村民運動会　

☆学校関係
◇片小
・秋季大運動会
・振替休業日
・尾瀬Camp（５年）

◇北小
・秋季大運動会兼北地区合同運動
会

・振替休業日
◇南小
・秋季合同大運動会
・振替休業日
・避難訓練

◇武尊根小
・地区と合同の秋季大運動会
・振替休業日
・武尊根記録会

◇片中
・避難訓練
・環境奉仕日
・体育祭
・２年生職業体験
・１年生職場見学
・中体連新人戦

22日
25日
下旬

26日

19日

12日
13日

16～17日

12日
13日

11日
13日
17日

11日
13日
29日

１日
15日
22日

29・30日
29日

20・23・25日

９月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場もありますの
で、予め御了承ください。
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哲
弥
さ
ん
は
昭
和
四
十
三
年
生
ま

れ
の
三
十
六
歳
。
幾
つ
か
の
職
を
経

験
し
、
平
成
五
年
、
現
在
勤
務
し
て

い
る
中
畑
鉄
工
所
に
入
社
し
ま
し

た
。先

代
の
中
畑
仙
八
社
長
に
鉄
の
い

ろ
は
を
教
わ
り
、
十
年
の
経
験
を
積

ん
だ
平
成
十
五
年
秋
、
木
工
作
家
の

鎌
田
純
男
さ
ん
か
ら
展
示
会
出
品
の

誘
い
が
あ
り
、
こ
れ
を
機
会
に
ア
ー

ト
の
世
界
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

作
品
は
勤
務
後
の
夜
間
、
休
日
を

使
い
、
鉄
工
所
の
一
角
を
借
り
て
、

製
作
し
て
い
ま
す
。

主
に
花
の
駅
に
卸
し
て
、
販
売
委

託
を
し
て
い
ま
す
。

代
表
作
品
は
ユ
ニ
ー
ク
な
一
輪
挿

し
「
鉄
ぼ
う
」。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
両
親
と
奥
さ

ん
と
お
子
さ
ん

二
人
の
六
人
家

族
。
ご
多
幸
を

お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

高た
か

橋は
し

哲て
つ

弥や

さ
ん

鎌
田
三
九
五
三

（
鉄
工
房
　
て
つ
　
主
宰
）

健康的な生活を送るために

医療費の割合を傷病別に見ると生活習慣病

が増えています。エネルギーや脂肪のとりす

ぎは肥満、糖尿病、心臓病などの要因となる

のでとり過ぎに注意し、塩分の取りすぎや、

野菜不足によるカルシウム、カリウムなどの

不足が問題となります。薄い味付けを心がけ、

善玉コレステロールを増やす働きのあるＥＰ

Ａ，ＤＨＡを含む魚類をとることを心がけま

しょう。また、朝食抜きや、ダイエットなど

も問題です。定期的に運動することで、生活

習慣病の予防、ストレス解消にもなります。

睡眠も大切なので、12時前に寝る、アルコ

ールに頼らない、適度な運動などに配慮しま

しょう。また、趣味など好きなことをする時

間も作って心の休養も心がけましょう。

⑤
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今
月
の
匠

▲シェルトレーと
キャンドルトレー

▲代表作「鉄ぼう」

主　催 少年哲学堂
協　力 財団法人　現代演劇協会・三百人劇場・劇団昴／田舎芝居わら座
期　日 平成16年８月21日（土）午後７時開演／６時30分開場　途中休憩有り
場　所 群馬県片品村越本かんなび座　弘化の庄かしや　10278－58－2425
木戸銭 無料。但し要予約。50人から70人くらい可能と考えています。

●劇団昴・演目／三年目
・脚色・演出／河田園子、原作／山本周五郎「三年目」
・出演／星野亘・田島康成・平林弘太朗・奥田隆仁・米山紀之子・市川奈央子・大石加那美・一柳みる

（特別出演）
●わら座・演目／臆病者
・脚色・演出／澄魚（ちょうぎょ）
原作／山本周五郎「ひとごろし」

・出演／阿部敏行・林よう子・七五三木典子・松永能広・遠山泰代

実際に人が生活している民家の居間を舞台に新朗読劇を展開します。
江戸・弘化時代1844－1847 片品に来た米沢藩士雲井龍雄が生まれ、浦賀に砲台が築かれた時代からつ

づく名門「かしや」の歴史的居間でくりひろげられる周五郎の世界。若手演劇人応援のために少年哲学堂が
プロデュースする傑作二題、清楚な舞台をご覧ください。
夏のひととき、友人あるいはご家族連れで夏の夜の夢をお楽しみください。

少年哲学堂がプロデュース・若手俳優応援事業2004
ホームページ　http://www12.ocn.ne.jp/̃shonen/

第２回少年哲学堂プロデュース公演　若手俳優応援事業2004
山本周五郎　作品：二題　「臆病者」（わら座）＆「三年目」



こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
群
馬
県

事
業
「
緊
急
求
人
大
作
戦
」
に
よ
り

開
設
し
て
お
り
ま
す
。
県
の
求
人
開

拓
推
進
員
が
企
業
訪
問
に
よ
り
開
拓

し
た
求
人
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
、
求
職
者
の
皆
様
へ
提
供
い
た

し
ま
す
。

【
求
職
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
】

●
求
人
情
報
の
閲
覧
・
検
索

●
求
人
情
報
の
メ
ー
ル
送
信
サ
ー
ビ

ス

【
事
業
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
】

●
求
人
情
報
の
掲
載

ど
ち
ら
も
、
無
料

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
名
　
緊
急
求
人
大
作

戦ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.w
orks-

gunm
a.jp/

お
問
い
合
せ

群
馬
県
産
業
経
済
局

労
働
政
策
課

1
０
２
７
―
２
２
６
―
３
４
０
６
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県

内

求
人
情
報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
！

「 利 用 し た 覚 え の な い 請 求 」
今月も非常に多い相談です！

はがきで、「電子消費者契約利用未納最終通達書」「最終督促通知書」「有料番組利用料金請求督促状」
などのようなタイトルで、自宅に届く悪質な「架空請求」に関する相談が非常に増えています。これ
は、犯罪（詐欺）行為です。私たち消費者は、この手の葉書やメールにだまされないよう注意が必要
です。

これが、代表的な架空請求“はがき”です。読むと不思議な点がいっぱい！

これでは、金額
も内容も分から
ない！

債権回収は、弁
護士や法務大臣
の許可業者しか
できません

なぜ連絡先が、携帯電
話なの？

そもそもハガキで請求
すること事態が怪しい

最終督促通達書

管理番号 N-01234

以前、貴方様がご利用された、有料情報サービスの代

金が未納となっております。早急に連絡をお願いします。

連絡無きお客様につきましては、やむを得ず裁判所から

の書類通達後、指定の裁判所への出頭となります。

また、裁判後の措置と致しまして給与の差し押さえ及

び動産物差押えを強行執行させていただきます。

尚、請求金額、御支払方法等は、当社が委託を承った

ことにより当初と相違がありますので、至急連絡をお願

いします。

最終受付期限　平成16年○月○○日

ご連絡先　090－＊＊＊＊－＊＊＊1 担当　富田

090－＊＊＊＊－＊＊＊2 担当　城田

0120－＊＊＊－＊＊＊（直通）

営業時間　平日9:00～18:00 休日　日曜・祭日

〒101－＊＊＊＊

東京都千代田区大手町○－○－○　千代田ビル3F

株式会社　□□料金管理センター

【対処方法】
①業者の「連絡先」に電話をしない！（あわてて電話すると相手の思うツボ）
「これは何かの間違いではないか？」と考え連絡先に電話をすると、「あなたは絶対利用している」「自宅

まで回収に行くぞ！」などと脅されることがあります。また相手に着信履歴が残るため、繰り返し請求され
る原因にもなります。

②最寄りの「消費生活センター」に相談する
貴方（あなた）が受け取ったハガキやメールは、実は、多くの消費者にも届いています。相談すれば、不

安や疑問をすっきり解消できることがあります。
沼田市消費生活センター　1０２７８－２０－１５００

③必要に応じ「警察」にも相談する
架空請求の手口も様々です。脅迫的な内容が書かれていたり、直接電話で請求を受けたときは、最寄りの

警察又は警察安全相談室にも相談しましょう。
群馬県警察　警察安全相談室　1０２７－２２４－８０８０

初めて届いて、
いきなり最終？！

届いてから期限ま
でが短すぎる！

管理番号は、いかにも
管理しているぞと思わ
せるための手口。他の
人にも同じ番号で届い
ています。

0120で始まるフリー
ダイヤルだから、ちゃ
んとした会社とは限り
ません。要注意！

広報かたしな H16. 8
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農
地
転
用
と
は
？

農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
農
地
で

な
く
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
農
地
に
区

画
形
質
の
変
更
を
加
え
て
住
宅
用
地

や
駐
車
場
用
地
、
道
路
、
山
林
な
ど

の
用
地
に
転
換
す
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。

な
ぜ
許
可
が
必
要
？

農
地
は
、
人
々
の
生
存
に
欠
か
せ

な
い
食
料
の
大
切
な
生
産
基
盤
で

す
。
優
良
な
農
地
は
大
切
に
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

農
地
の
転
用
に
は
農
地
法
で
一
定
の

規
制
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業
用
施
設
用
地
と
し
て
転
用
す

る
場
合
に
は
？

自
己
の
農
地
の
保
全
ま
た
は
利
用

上
必
要
な
施
設
（
耕
作
用
の
道
路
、

用
排
水
路
、
防
風
林
等
）
に
転
用
す

る
場
合
は
、
面
積
に
関
係
な
く
許
可

は
い
り
ま
せ
ん
。
農
機
具
格
納
庫
、

畜
舎
、
作
業
場
等
農
業
経
営
上
必
要

な
施
設
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、
そ

の
面
積
が
二
ａ
（
二
〇
〇
㎡
）
未
満

で
あ
れ
ば
許
可
は
い
り
ま
せ
ん
。

＊
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
農
業

委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

無
断
転
用
に
は
厳
し
い
罰
則

許
可
を
受
け
ず
に
行
っ
た
行
為

は
、
農
地

法
違
反
で

す
の
で
、

農
地
等
の

権
利
取
得

の
効
力
が

生
じ
な
い

だ
け
で
な

く
、
都
道

府
県
知
事

は
工
事
の

中
止
、
原

状
回
復
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。無

断
転
用
を
し
た
者
は
、
三
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
三
〇
〇
万
円
以
下

の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
知
事
の
原
状
回
復
に
違
反

し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
っ
て

い
ま
す
。

相
談
は
農
業
委
員
会
に

農
地
転
用
の
申
請
受
付
は
、
農
業

委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

転
用
に
つ
い
て
の
手
続
き
や
疑
問

は
、
ま
ず
農
業
委
員
会
に
相
談
し
て

下
さ
い
。

役
場
経
済
課
内
農
業
委
員
会
事
務

局
（
内
線
２
３
１
）

消
防
法
で
は
、
危
険
物
許
可
施
設

等
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
い
作
業

に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者

は
、
原
則
と
し
て
三
年
以
内
ご
と
に
、

県
知
事
が
行
う
危
険
物
の
取
扱
い
作

業
の
保
安
に
関
す
る
講
習
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
保
安
講
習
を
次
の
と
お
り
開

催
い
た
し
ま
す
。

対
象危

険
物
施
設
に
お
い
て
危
険
物
の

取
扱
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険

物
取
扱
者
の
う
ち
次
に
該
当
す
る
方

①
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
以

前
に
免
状
の
交
付
又
は
、
保
安

講
習
を
受
け
た
方

②
平
成
十
五
年
四
月
一
日
以
降
新

た
に
危
険
物
取
扱
い
作
業
に
従

事
し
て
い
る
方
（
平
成
十
五
年

四
月
一
日
以
降
に
免
状
の
交
付

を
受
け
た
方
を
除
く
）

講
　
習
　
日

九
月
二
十
八
日
（
火
）

会
　
　
　
場

利
根
沼
田
文
化
会
館

受
講
手
数
料

四
七
〇
〇
円

受
付
期
間

九
月
十
三
日（
月
）〜

九
月
二
十
二
日
（
水
）

受
付

受
講
申
込
書
の
配
布
・
受
付

け
は
東
消
防
署
で
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

東
消
防
署
　
1
５
６
‐
２
３
０
０

予
防
課
　
　
1
２
２
‐
３
１
３
７

個
人
や
事
業
所
等
が
所
有
し
て
い

る
家
屋
等
に
で
き
た
蜂
の
巣
に
つ
い

て
は
、
そ
の
所
有
者
が
駆
除
す
る
か
、

専
門
業
者
へ
依
頼
し
駆
除
を
行
っ
て

下
さ
い
。

な
お
、
老
人
世
帯
・
母
子
家
庭
の

方
に
つ
い
て
は
、
役
場
総
務
課
に
て

駆
除
を
行
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

又
、
個
人
で
行
う
場
合
、
東
消
防

署
で
駆
除
用
の
服
の
貸
出
し
を
、
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
借
り
た

い
場
合
は
東
消
防
署
へ
問
合
せ
て
下

さ
い
。
1
五
六
―
二
三
〇
〇

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、

第
３
回
個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
、
受
講
者
に
は
講

習
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

開
催
日
時
・
場
所

九
月
二
十
六
日
（
日
）

午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で

東
消
防
署
（
利
根
村
大
字
平
川
）

定
員

二
十
名

申
込
場
所

も
よ
り
の
消
防
署
で
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
受
付
（
電

話
申
込
み
可
。
土
、
日
、
祭
日
も
受

け
付
け
ま
す
。）

申
込
締
切

実
施
日
の
二
日
前
（
金
曜
日
）
詳

し
い
こ
と
は
各
消
防
署
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い

問
合
せ
先

中
央
消
防
署
1
（
２
４
）
１
７
３
４

東
消
防
署
　
1
（
５
６
）
２
３
０
０

西
消
防
署
　
1
（
６
４
）
０
０
０
２

北
消
防
署
　
1
（
７
２
）
４
３
４
９

危
険
物
取
扱
者
保
安

講
習
会
に
つ
い
て

蜂
の
巣
の

駆
除
に
つ
い
て

個
人
向
け
普
通
救
命

講
習
会
の
開
催

無
断
転
用
防
止
で
大
切
な
農
地
を
守
ろ
う

＝
農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
＝

下水道に加入しましょう！ 現在加入戸数　67戸　（利用可能戸数 314戸）

むら（川）をきれいに
自然との共存を目指す片品村にとっては、河川等の汚れは大きなマイナ

スイメージです。
また、下水処理場の管理費も多額の費用が掛かっています。皆さんのご協
力をお願いします。
越本・土出のみなさん､下水道に加入しましょう。ご家庭の水洗トイレ、台
所、お風呂などの汚水を下水道に流すことができます。
しかし、せっかくできあがった下水道も、各家庭に接続していただかない
と、地域一帯の生活環境の改善が進みません。
下水道が使えるようになったご家庭は、１日も早く下水道への加入をお願
いします。
（一部地区を除く）
越本・土出のご家庭で加入手続き等不明なことがありましたら、職員が説
明に伺いますので、役場ダム対策課へご連絡下さい。
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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、
就
職
や
退
職
な
ど
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
や
学
生
な
ど
）
の
場
合

・
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き

（
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
か
ら
社
会
保
険
事
務
所
へ
）

・
結
婚
、
配
偶
者
の
就
職
、
あ
な
た
の
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、

第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

（
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
か
ら
社
会
保
険
事
務
所
へ
）

●
第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
）
の
場
合

・
退
職
し
た
と
き

（
本
人
が
市
町
村
へ
）

・
退
職
し
て
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き

（
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
か
ら
社
会
保
険
事
務
所
へ
）

●
第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
の

場
合

・
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き

（
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
か
ら
社
会
保
険
事
務
所
へ
）

・
あ
な
た
の
収
入
増
、
配
偶
者
の
退
職
、
離
婚
等
に
よ
り
配
偶
者
の
扶
養

で
く
な
っ
た
と
き

（
本
人
が
市
町
村
へ
）

必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
届
出
が
必
要
で
す

〜
ミ
ニ
知
識
☆
国
体
☆
〜

天
皇
杯
・
皇
后
杯

大
会
は
、
都
道
府
県
対
抗
で
行
わ

れ
、
各
競
技
と
も
、
順
位
に
応
じ
て

得
点
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
冬
季
・
夏

季
・
秋
季
の
全
正
式
競
技
の
得
点
を

合
わ
せ
て
、
男
女
総
合
成
績
第
一
位

の
都
道
府
県
に
天
皇
杯
が
、
女
子
総

合
成
績
第
一
位
の
都
道
府
県
に
皇
后

杯
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
獲
得
々
点
の

上
位
八
位
ま
で
が
入
賞
と
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
に
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
す
。

国
体
の
総
合
成
績
は
年
間
で
カ
ウ

ン
ト
す
る
た
め
、
冬
季
大
会
が
そ
の

年
の
最
初
の
国
体
と
な
り
、
ス
キ
ー

競
技
は
ス
ケ
ー
ト
競
技
に
次
ぐ
二
番

目
の
国
体
に
な
り
ま
す
。

と
育
成
開
発
に
関
す
る
事
業
。

（
二
）
ぐ
ん
ま
文
化
会
議
に
関
わ
る

事
業
。

（
三
）
そ
の
他
必
要
な
事
業
。

を
行
い
ま
す
。

こ
の
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
一
緒

に
活
動
を
行
い
た
い
方
は
、
む
ら
づ

く
り
観
光
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

（
担
当：

む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

村
民
の
皆
様
を
対
象
に
し
た
「
小

さ
な
自
治
」
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

説
明
会
は
、
二
回
開
催
し
ま
す
が

ど
ち
ら
も
同
じ
内
容
で
す
。
都
合
の

良
い
方
へ
参
加
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

○
日
時

平
成
十
六
年
八
月
三
十
日
（
月
）

一
回
目
　
午
後
三
時
か
ら

二
回
目
　
午
後
七
時
か
ら

○
場
所

片
品
村
役
場
二
階
農
林
研
修
室

○
説
明
会
の
内
容

「
小
さ
な
自
治
」
の
提
言
に
つ
い

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぐ
ん
ま
代
表
理
事
の
熊

倉
浩
靖
さ
ん
（
群
馬
県
「
小
さ
な
自

治
」
推
進
検
討
会
議
座
長
代
理
）
に

説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
担
当：

む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

今年も片品村（Eva）と利根村（Shannon）のALTによる英会話教
室を開催します。奮ってご参加ください。

１　日　時 平成16年９月１日（水曜日）午後７時から９時
その後、毎月１回、第１あるいは第２水曜日

２　場　所 利根村若者定住センター（役場隣）三階
３　参加者 片品村か利根村に住んでいるか仕事を持っている

人なら誰でも可
レベルは問いません。

４　参加費 ２００円（１回あたり）
５　申込先 それぞれの教育委員会事務局 締切　８月25日（水）

前回（７月）の教室で今回（９月）の申込を済ませた
方は改めて申し込む必要はありません。前回参加して
申込んでない方はもう一度申込みが必要です。

今月のテーマ "Let's Talk!"
英語で自分のことを話したり、友達をつくったりします。

コミュニケーションのヒントです。

★ English Night for All ★�

「
小
さ
な
自
治
」
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

広報かたしな H16. 8
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８月は�
電気使用安全月間�

です。� 電気を�

大切にね�

ねんりんピック・マラソンコース　大会コースマップ

通
行
止
め
に

ご
協
力
下
さ
い
。

十
月
十
七
日
（
日
）
開
催
さ
れ
る

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ぐ
ん
ま
マ
ラ
ソ
ン

交
流
大
会
の
コ
ー
ス
と
し
て
村
道
鎌

田
立
沢
線
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

選
手
が
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
す

る
ま
で
の
間
全
面
通
行
止
め
と
な
り

ま
す
。
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

通
行
止
日
時

平
成
十
六
年
十
月
十

七
日
（
日
）
午
前
十
時
〜
午
後

一
時
三
十
分

「
ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品
」

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
は
、「
片
品
村
を
訪
れ
る

人
々
の
受
け
入
れ
を
介
し
て
、
村
民

が
多
彩
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
人
材
や
資
源
の
発
掘

と
育
成
開
発
を
促
進
し
、
創
造
性
豊

か
な
村
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に

居
住
す
る
人
や
訪
れ
る
人
に
と
っ
て

の
心
の
ふ
る
さ
と
作
り
を
目
指
す
こ

と
を
」
目
的
に
、

（
一
）
地
域
の
人
材
や
資
源
の
発
掘

ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・

片
品
」
の
会
員
を
募
集

し
ま
す

1
1
1



川
合
　
　
憲
　
女
　
菜
々
海
　
鎌
　
田

((

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
七
人

吉
野
　
文
二
　
七
一
歳
　
土
　
出

梅
澤
　
　
實
　
六
八
歳
　
土
　
出

吉
野
　
良
子
　
五
五
歳
　
土
　
出

萩
原
モ
ト
子
　
六
四
歳
　
土
　
出

稲
森
　
信
夫
　
六
二
歳
　
須
賀
川

笠
原
ま
つ
江
　
七
五
歳
　
越
　
本

梅
澤
　
辰
雄
　
七
五
歳
　
土
　
出

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届
出

の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
一
人

六
月
二
十
日
〜
七
月
十
九
日

な
　
な

か

◆
結
婚
さ
れ
た
方
々
　
二
組

○
星
　
野
　
由
幸
夫

花
　
咲

横
　
坂
　
清
　
美

昭
和
村

○
星
　
野
　
修
　
平

花
　
咲

渡
　
辺
　
美
　
穂

富
士
見
村

将来どんな人になってほしいですか
どんな状況にあって

も、自分に自信を持ち、
自分の気持ちに正直であ
り、強さと優しさを持っ
た人になってくれたら嬉
しいですね。

くん（H15．８．６生）

笠原　昌也・大恵さん（越本）のお子さん

命名 基 主この子がこれから大き
くなって、おじいちゃん
になっても活躍していけ
ますように、と願いをこ
めてローリングストーン
ズのキースと同じ名前に
しました。

き い す

将来どんな人になってほしいですか
たくさんの人から愛さ

れる素直でやさしい人に
なってほしいと思いま
す。

ちゃん（H15．８．11生）

小池　智也・香さん（下平）のお子さん

命名 瑠奈・瑠依女の子の双子だったの
で、同じ字を使った名前
にしたかったので付けま
した。

る な る い

将来どんな人になってほしいですか
様々なことに目を向

け、耳を向け、チャレン
ジしていって欲しいで
す。そして、様々な経験
を積み重ねて、やりたい
こと、進んでいくべき道
を探していって欲しいです。

くん（H15．８．14生）

星野　学・江里さん（菅沼）のお子さん

命名 喬 亮物事に明るく、人との
関わりを大切にして、目
標を高く持ち、それに向
かっていける、たくまし
い人になって欲しいと思
って名付けました。

きょう すけ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http：

//w
w
w
.vill.katashina.gunm

a.jp/
F
ax  0

2
7
8
（
5
8
）
2
1
1
0

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

印
刷
／
利
根
印
刷
所

■父：一志さん　母：優子さん
■何処にお勤めですか：(財)尾瀬勤労者休暇セン
ターに勤めています。

■趣味は何ですか：コンピュータをあれこれいじ
るのが好きです。他にも映画を見るのが好きです。

■片品をどう思いますか？：緑が多く、気候もす
ごしやすく、良いところだと思います。
又、どうしたいですか：ネット環境を良くして
ほしいです。

■好きな異性のタイプ：特に無し

編集／片品村役場むらづくり観光課　 〒378-0498 群馬県利根郡片品村大字鎌田3967-3 10278（58）2112
Eメールアドレス　kanko@vill.katashina.gunma.jp

８
／
中
〜

全
国
消
費
実
態
調
査

９
／
１

乳
幼
児
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

９
／
３

Ｂ
Ｃ
Ｇ

９
／
７

お
母
さ
ん
み
ん
な
集
ま
れ

秋
祭
り

９
／
14
・
28

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

（
小
六
の
み
）

９
／
19

村
民
運
動
会

（
予
備
日
９
／
20
）

鎌
田
　
高
橋
哲
弥
さ
ん
よ
り
、
今

月
の
匠
で
掲
載
さ
れ
た
「
鉄
ぼ
う
」

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
早

速
出
納
室
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

８月14日（土）利根中央病院
15日（日）内田病院
16日（月）利根中央病院
21日（土）国立沼田病院
22日（日）沼田脳神経外科
28日（土）利根中央病院

８月29日（日）月夜野病院
９月４日（土）内田病院

５日（日）国立沼田病院
11日（土）沼田脳神経外科
12日（日）利根中央病院

◆休日の病院◆

12

ミ
ニ
情
報

村　県　民　税　　第２期

国民健康保険税　　第５期

納期は８月31日（火）です

今月の�
  納期は�

No.98

萩 原 伸 悟さ
ん 戸倉（23才）

はぎ　 わら　 しん　 ご

広報かたしな H16. 8
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